
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
つ
い
て

「
　
は
じ
め
に

日
光
山
の
古
剃
、
輪
王
寺
の
慈
限
宝
経
蔵
、
所
謂
天
海
蔵
に
伝
来
の
諸
事
表

白
一
帖
は
、
『
日
光
山
「
天
海
蔵
」
主
要
古
書
解
題
』
に
拠
れ
ば
、

○
鎌
倉
時
代
写
本
。
綴
薬
装
。
毎
半
薬
七
行
、
仮
名
交
り
。
字
面
高
さ
約
六

寸
七
分
。
末
欠
。
左
小
口
に
「
応
永
廿
六
天
七
月
□
〔
四
カ
〕
日
」
　
の
墨

書
が
あ
る
。
（
中
略
）
　
本
書
の
表
白
は
普
通
の
形
式
的
な
漢
文
で
な
く
、

仮
名
交
り
で
、
実
際
の
法
会
の
と
き
の
如
く
に
、
日
・
支
・
天
竺
の
説
話

を
例
話
と
し
て
取
り
入
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
新
発
見
の
説
話
文
学
と
し

て
ば
か
り
で
な
く
、
数
少
な
い
鎌
倉
時
代
の
国
語
資
料
と
し
て
も
、
又
当

時
の
法
会
の
実
状
を
知
る
資
料
と
し
て
も
東
商
で
あ
る
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
如
く
、
今
後
、
国
文
学
・
国
語
史
学
・
仏
教
史
学
等
の
諸

山

　

本

　

真

　

吾

方
面
に
わ
た
っ
て
、
豊
富
な
研
究
材
料
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
好
資
料
で

あ
る
。
国
語
史
料
と
し
て
の
本
書
の
研
究
に
は
、
既
に
小
林
芳
規
博
士
の
御
論

（
注
1
）

が
あ
り
、
中
世
語
・
東
国
語
事
象
に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
、
詳
細
に
説
い
て

い
ら
れ
る
。

今
後
は
、
更
に
、
鎌
倉
時
代
語
全
体
の
中
で
の
位
置
付
け
や
諷
議
文
類
、
特

に
表
白
文
の
文
章
史
の
上
に
本
資
料
を
定
位
さ
せ
る
と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ

て
い
よ
う
か
と
思
う
。
又
、
説
話
文
学
・
仏
教
史
学
の
資
料
と
し
て
の
研
究
は
、

未
だ
全
く
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
り
、
こ
の
方
面
で
も
大
い
に
開
拓
の
余
地
の

残
っ
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
か
か
る
貴
重
な
文
献
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
本
書
は
巻
尾
を
欠

い
て
い
て
、
書
写
識
語
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い

て
は
不
明
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
本
書
の
基
礎
的
研
究
の
一
と
し
て
、
成
立
に
関
わ
る

諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
成



立
年
代
、
作
者
・
編
者
、
成
立
の
背
景
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
内
部
徴
証

な
ど
を
手
が
か
り
に
能
う
限
り
推
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
本
文
は
、
此
の
度
翻
刻
さ
れ
、
そ
の
全
文
が
公
に
な
っ
た
『
続
天
台

宗
全
書
　
法
儀
1
』
（
春
秋
社
、
平
成
八
年
三
月
十
七
日
発
行
、
以
下
に
示
す

所
在
は
、
本
書
の
頁
数
及
び
上
下
段
の
別
）
　
に
依
拠
し
っ
つ
、
か
つ
て
小
林
博

士
の
ご
厚
意
に
よ
り
借
覧
し
た
本
書
の
紙
焼
写
真
（
仮
名
の
大
小
、
声
点
な
ど

は
こ
れ
に
拠
っ
た
）
　
を
も
参
照
し
て
考
察
・
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
構
成
と
成
立
年
代

本
書
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
都
合
九
着
の
文
章
を
収
録
す
る
。

（
表
1
）
『
諸
事
表
白
」
の
構
成

九 八 七 六 五 四
通
し
番
号

熊
野

標

題

地
蔵

周 施
主

南
岸
′裏．

小
林

表

仙
雲

施
主

諸
事忌 分 呈 殿 法 分 表

表
白

法
用
開
眼

中
陰

印
五
七
日
不
動

大
般
若

白

自

所六 フて 六 フて 五 五 五 五 五
○ 九 仝 ノ＼ 七 七

在七
下

四
下

下 五
下

五
下

上 C ）
下

七
下

七
上

建
永

き

看

七

之
天
仲
秋
鴫

建
仁
型

之
暦

○

中
呂
四
月
之
候
下
旬
廿
八
日

控
永
型

三
歳

〇
七
涼

夏
六
日

正
坦

年

5

○

斉

廿
五
日

年

紀

西
暦

右
の
よ
う
に
、
各
種
の
法
要
供
養
の
表
白
を
収
め
て
お
り
、
（
こ
を
除
く

各
篇
の
表
白
の
冒
頭
部
に
は
、
右
肩
に
こ
の
通
し
番
号
が
二
～
九
と
付
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
六
箱
の
表
白
文
に
は
年
紀
が
示

さ
れ
て
お
り
、
最
も
古
い
も
の
が
第
二
篇
の
正
治
二
年
二
二
〇
〇
）
　
で
あ
り
、

新
し
い
も
の
で
も
第
三
篇
・
第
六
請
の
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
　
と
接
近
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
初
期
の
年
号
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
書
の
諸
篇
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
略
説
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
如

く
で
あ
る
。

第
一
霜
は
、
「
諸
事
表
白
」
と
題
し
て
始
ま
る
も
の
で
　
（
但
し
、
こ
れ
は
本

書
全
体
の
内
題
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
る
。
「
諸
事
」
す
な
わ
ち
諸
法
会
、
の

表
白
文
の
集
と
い
う
意
か
）
、
現
世
の
無
常
の
世
か
ら
離
れ
、
病
を
圧
し
て
仏

道
に
赴
か
ん
と
す
る
E
心
い
が
、
法
華
経
の
文
言
を
交
え
、
対
句
仕
立
の
文
章
で

綴
ら
れ
る
。

第
二
編
は
、
「
施
主
分
　
大
般
若
　
正
治
二
年
三
月
二
十
五
日
　
去
年
逝
去

采
女
也
」
　
で
始
ま
る
。
標
題
に
示
す
よ
う
に
、
正
治
二
年
に
、
六
十
歳
余
り
で

亡
く
な
っ
た
貫
き
女
性
の
追
善
法
要
に
際
し
て
草
さ
れ
た
「
施
主
分
」
　
で
あ
る
。

施
主
分
と
は
、
施
主
（
法
会
の
主
宰
者
）
　
の
信
仰
心
の
深
甚
に
し
て
そ
の
功

（
注
2
）

徳
利
益
の
大
な
る
べ
き
こ
と
を
称
賛
す
る
文
章
を
特
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

当
該
茄
は
、
生
前
か
ら
仏
像
も
経
巻
（
大
般
若
経
）
　
も
整
え
て
法
要
供
養
の
準

備
を
し
て
い
た
が
突
如
逝
去
し
た
貫
き
女
性
の
菩
提
を
弔
う
法
会
に
お
い
て
、

こ
の
先
女
の
功
徳
の
絶
大
な
る
こ
と
を
説
い
た
文
章
で
あ
る
。

第
三
篇
は
、
標
題
に
「
仙
雲
法
印
　
五
七
日
　
不
動
」
と
あ
る
箇
所
か
ら
始



ま
る
。
こ
れ
は
、
後
述
の
如
く
、
建
永
二
年
五
月
l
日
に
亡
く
な
っ
た
天
台
僧

仙
雲
法
印
の
五
七
日
追
善
供
養
に
際
し
て
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
し
て
行
な
っ

た
法
会
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
「
恭
敬
○
云
々
」
よ
り
、
「
具
ナ
ル
旨
奉
ル

任
蔓
一
賓
ノ
知
見
こ
ま
で
が
、
表
白
文
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
改
行
し
て
、
続
く

「
此
ノ
尊
ハ
五
大
明
王
之
上
首
（
平
）
」
よ
り
「
聖
霊
ノ
得
脱
元
畢
」
ま
で
が
不

動
明
王
の
利
益
を
説
い
た
箇
所
で
、
最
後
に
「
施
主
分
」
　
（
五
八
四
上
）
　
と
題

し
て
、
聖
霊
の
仙
雲
法
印
の
生
前
の
徳
性
並
び
に
施
主
た
る
「
信
心
ノ
大
法
主
」

の
徳
性
を
賛
嘆
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
白
文
1
釈
義
1
施
主
分
の
順
で
進
行

（
注
3
）

す
る
の
は
、
当
時
の
法
要
の
一
般
的
な
も
の
と
了
解
さ
れ
る
。

第
四
茄
の
「
小
林
」
が
何
を
指
す
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
ま

ず
、
冒
頭
「
表
白
」
と
越
し
て
以
下
に
表
白
文
が
置
か
れ
る
。
次
に
、
改
行
し

て
「
被
道
立
供
養
一
給
へ
リ
薬
師
…
」
（
五
八
七
上
）
以
下
に
、
薬
師
・
観
音
・

地
蔵
の
各
像
と
法
華
三
部
経
・
般
若
心
経
・
阿
弥
陀
経
の
各
経
の
功
徳
が
順
次

丁
寧
に
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
施
主
分
」
　
（
五
九
二
下
）
　
が
置
か
れ
、

施
主
（
三
井
寺
僧
）
　
の
徳
性
を
賛
嘆
す
る
。
こ
れ
も
、
第
三
篇
と
同
様
に
法
会

の
基
本
型
を
完
備
し
た
茄
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
篇
は
、
十
九
歳
で
天
折
し
た
熊
野
殿
の
中
陰
（
四
十
九
日
）
　
の
追
善
供

養
の
際
の
も
の
で
、
一
品
経
、
釈
迦
三
尊
の
釈
義
と
施
主
分
〓
ハ
〇
二
上
）
　
か

ら
成
る
。

第
六
篇
は
、
建
永
二
年
八
月
下
旬
に
、
南
岸
堂
（
極
楽
教
主
阿
弥
陀
如
来
、

宝
座
に
四
大
天
王
を
扶
持
）
　
の
堂
建
立
、
開
眼
法
要
を
催
し
た
際
の
、
表
白
文

（
六
〇
五
下
）
、
阿
弥
陀
如
来
像
以
下
の
釈
義
二
ハ
〇
六
下
）
、
堂
建
立
の
僧
の

徳
を
称
賛
す
る
施
主
分
（
六
〇
九
上
）
　
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第
七
品
は
、
施
主
分
の
み
か
ら
成
り
、
天
台
僧
た
る
夫
に
先
立
た
れ
た
妻
が

尼
と
な
り
、
夫
の
一
周
忌
の
供
養
を
行
な
っ
た
際
の
文
で
あ
る
。

第
八
請
は
、
俄
に
頸
を
切
ら
れ
不
本
意
な
死
を
遂
げ
た
公
文
丈
夫
の
一
周
忌

供
養
の
際
の
も
の
で
、
表
白
文
（
六
一
四
下
）
　
と
施
主
分
（
六
一
五
下
）
　
よ
り

成
る
。
公
文
丈
夫
に
は
妻
（
後
家
）
　
も
子
息
も
い
て
、
池
房
の
師
匠
よ
り
、

「
シ
ナ
ノ
1
塔
供
養
」
　
の
導
師
に
推
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

第
九
紙
用
は
、
僧
と
尼
を
施
主
と
す
る
地
蔵
像
の
道
立
開
眼
の
法
要
の
際
の
も

の
で
、
表
白
文
と
地
蔵
の
功
徳
を
解
説
し
た
釈
義
の
文
章
よ
り
成
る
。
こ
の
釈

義
の
中
途
よ
り
欠
い
て
い
て
、
以
降
尾
欠
と
な
る
。

以
上
の
如
く
、
本
書
に
つ
い
て
、
人
妻
白
文
1
釈
義
1
施
主
分
）
と
い
っ
た

法
会
の
基
本
型
に
照
ら
し
て
見
た
場
合
、
完
備
し
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い

も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
、
完
備
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
の
臆
で
配
列
さ
れ
て
い
て
、
不
備
の
も
の
も
、
順
序
が
逆
に
な

る
こ
と
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
山
口
光
円
氏
蔵
『
草
案
集
』
の
場
合
、
同
じ
表
白
集
で
も
、
前
半

に
表
白
文
ば
か
り
を
収
録
し
、
後
半
に
釈
義
・
施
主
段
を
纏
め
て
い
る
類
纂
形

（
注
’
）

態
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
本
書
は
、
所
謂
雑
纂
の
形
態
で
あ
り
、

し
か
も
第
三
・
第
四
・
第
六
の
三
篇
が
こ
の
三
部
構
成
を
完
備
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
第
五
・
第
八
・
第
九
は
そ
の
一
を
欠
い
て
お
り
、
残
り
第
二
屈
は
表



白
文
の
み
、
第
二
・
第
七
の
両
箱
は
施
主
分
の
み
よ
り
成
る
。

本
書
の
構
成
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
順
で
こ
の
九
篇
が
配
列
さ
れ
た
か
は
未

詳
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
第
四
詩
の
位
置
よ
り
し
て
年
代
順
で
は
な
い
こ
と

が
判
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
紀
の
な
い
残
り
五
箱
の
衷
白
文
に
つ
い
て
も
こ

れ
ら
年
紀
を
有
す
る
四
請
の
年
代
の
互
い
に
近
い
こ
と
か
ら
推
す
と
恐
ら
く
は

こ
れ
ら
も
ほ
ぼ
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
成
っ
た
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
と
思
う
も

の
で
あ
る
。

本
書
は
、
先
の
『
解
題
』
や
小
林
芳
規
博
士
の
御
報
告
に
従
え
は
、
仮
名
字

（
注
5
）

体
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
（
中
期
に
近
い
か
）
　
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
。
さ

す
れ
ば
、
本
書
の
個
々
の
表
白
文
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
、
か
つ
書
写

も
鎌
倉
時
代
の
初
期
こ
ろ
と
す
る
と
、
本
雷
編
纂
の
時
期
も
ほ
ぼ
書
写
時
期
と

重
な
る
鎌
倉
時
代
初
期
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
作
者
・
編
者

本
書
の
作
者
・
編
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
二
段
階
に
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
、
個
々
の
衷
白
文
の
作
者

二
、
本
雷
の
・
形
（
こ
れ
ら
九
篇
を
収
録
）
　
に
編
集
し
た
者

ま
ず
、
l
に
つ
い
て
、
本
書
の
記
述
内
容
か
ら
こ
れ
を
推
定
す
る
手
蔓
が
得

ら
れ
な
い
か
と
探
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
第
七
霜
に
、

○
施
主
分
　
触
㌶
陀
夫
虹
欄
慧
減
後
。
棺
レ
リ
〓
ハ
〓
下
）

と
あ
り
、
第
八
篇
に
も
、

〇
一
周
忌
表
白
　
程
主
分
公
文
丈
夫
俄
切
タ
ル
頭
也
葦
軍
書
（
六
一
四
下
）

と
、
そ
の
標
題
下
に
当
該
の
茄
の
作
者
名
と
思
し
き
「
党
什
」
な
る
人
物
の
名

が
見
え
る
。

こ
の
両
箱
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
人
物
（
も
し
く
は
法
会
の
導
師
を
つ
と
め

た
人
物
）
　
に
つ
い
て
、
先
に
本
書
の
編
纂
時
期
と
推
定
し
た
鎌
倉
時
代
初
期
頃

の
諸
記
録
に
求
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
記
事
に
見
出
せ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

川
兵
範
記
（
引
用
は
『
増
補
史
料
大
成
』
に
拠
る
、
以
下
同
）

慈
信
々
々
　
（
法
印
）
　
尊
雲
々
々
　
党
什
々
々
　
以
上
西
塔

（
仁
安
四
年
八
一
一
六
九
）
三
月
九
日
）

聞
山
塊
記

聴
衆
　
発
什
山
、
（
治
承
三
年
八
二
七
九
）
五
月
廿
日
）

聞
書
記

二
番
未
役
、
最
膠
講
聴
衆
、
寺
隆
延
五
十
、
山
党
什
型
ハ

（
治
承
五
年
八
一
一
八
一
）
五
月
廿
九
日
）

困
僧
綱
補
任
残
閉
（
引
用
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
六
十
四
巻
）

寿
永
三
年
申
辰
　
二
台
山
党
什
憫
栖
　
天
泉
房
寿
永
二
年

右
に
見
え
る
、
「
西
塔
」
、
「
山
」
　
の
記
載
よ
り
、
こ
の
「
璧
什
」
な
る
僧
が
、

天
台
宗
延
暦
寺
西
塔
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

又
、
彼
の
年
齢
の
わ
か
る
も
の
に
注
目
す
る
と
、
右
の
聞
書
記
の
記
事
か
ら
、



治
承
五
年
の
時
点
で
三
十
六
歳
、
回
僧
綱
補
任
残
閑
の
記
事
か
ら
、
寿
永
三
年

の
時
点
で
三
十
九
歳
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
本
資
料
に
年
紀
の
見
ら
れ
る
正

治
～
建
永
の
頃
は
、
お
よ
そ
五
、
六
十
歳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

彼
が
説
法
を
よ
く
し
、
法
会
の
導
師
を
し
ば
し
ば
つ
と
め
て
い
た
ら
し
い
こ
と

も
、㈲

曜
天
記
（
続
群
書
類
従
・
第
二
輯
下
）

尋
云
。
西
塔
兜
什
僧
都
説
法
之
時
。
大
宮
権
現
者
。
三
輪
明
神
ト
者
。
此

説
如
何
。

㈲
書
記

廿
六
日
辛
酉
天
轟
、
早
参
院
、
有
御
悌
供
養
、
螢
什
為
御
導
師
、
布
施
如

例
、
（
寿
永
二
年
八
一
一
八
三
）
二
月
廿
六
日
）

の
記
事
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
記
事
を
整
理
し
、
更
に
、
他
に
見
出
し
得
た
も
の
を
合
わ
せ
て
表
に

し
て
示
す
と
次
の
如
く
な
る
。

（
衷
H
）
「
畳
什
」
年
表

院　　 政　　 期 時
代

年
代一　　 一　 治　 一　 仁

一　　 一　 承　 一　 安

八　 四　 七　 三　 六　 四

西
〇　　 九　　 九 竺

最　　 最　　 法

記

勝　　　 勝　　　 勝
光　　　 講　　　 寺
院　　　 聴　　　 念
御　　 衆　　 仏
八　　　　　　　 堂
讃　　　 5　　　 個

事散　　　　　　 十
花　　　 20　　　 二
役　　　 〉　　　 口

の
7　　　　　　　 う

ち
8

一、 ‘西 月
3
・　の
ヱ 人

日

山　　 兵
典

拠

〝　　　 規　　 範
記　　 記

鎌　 倉　 初　 期 院　　　　 政　　　　 期

一　 承　 一　建 一　　 一　 建　 一　　 一　文　 一　　　　　　　　　　　 一　　 一　 対　 一
二　 元　 二　仁 一　　　 一　 久　 一　　　 一　 治　 一　　　　　　　　　　　　　 一　　　 一　 氷　 一
〇　 二　 〇　 元 九　二　 九　 元　 八　 四　 八　二　 八　 四　　 八　 三　　　　 八　 二　 八　元　 入　 五
ノヽ　　　　 －・ 一　　　 〇　　　 八　　　 六　　　 五　　　　　 四

吾　 慈　　 慈
居　 円　　　 円
の　 勧　　　 如

煎　　 法　　 法　　 法　 三　 法　二　　 法　 法　 仏　　 院　煎：日　　 季
膵　　 勝　　 勝　　 勝　 全　 勝　 全　　 勝　 勝　 供　　 御　膠　 曽　　 御
説　　 寺　　 寺　　 寺　 〈　 寺　越　　 寺　 寺　 養　　 逆　 光　杜　　 託

入　 学　　　 法 論　　 御　　 御　　 御　 四　 御　 中　　 御　 御　 導　　 修　 院　仁　　 経
な　 講　　　 五 義　　 八　　 八　　 八　 十　 八　 天　　 八　 八　 師　　 謂　鋼：王　　 〈
り　 、　　 種 訣　　 講　　 説　　 訪　 歳　 訴　 宕　　 講　 読　 （　　 僧　 八　講　　 三

悪　　 行

〈　 円　 〈
六　 ’五　解

写　 T　 T　 了　 畠羅　　 三　 三 雲 型　 義

十　 費　 十　 説 3　　　 3　　　 3　　　　　 会旦　　　　　　 〉　　 巳　講　 3　　　 〉
四　 什　 七　 法
歳　 の　 歳　 師
〉　 学　 〉

才

『　 謹 ） 毒　　 竿 言 ヱ £

を 郡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9　）
推
す
も

門　 天　 門
法　 旧　 法　 佃　　　　　 法

王　　　　　　　　　　　　 勝　 如　 膵　 榊　　　　 勝　　　　　　　　　　　　 士
稟　 台　 兼 〝　　　 〝　　　 〝　　　 寺　 補　 寺　 捕　　　 〝　寺　 〝　　　 〝　 〝　 〝
記　 座　 記 薬　　　　　　　　　　　 御　 任　 御　 任　　　　 御　　　　　　　　　　　 記

主 八　 残　 八　 残　　　　　 八
記 訴　 開　 講　 朗　　　　 読

悶　　　 問　　　　　　　 問
答　　　 答　　　　　　　 答
記　　　 記　　　　　　 記



こ
の
表
に
よ
る
と
、
記
録
類
に
見
出
さ
れ
る
覚
什
は
、
院
政
最
末
期
か
ら
鎌

倉
極
初
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て

建
仁
元
年
に
は
解
説
法
師
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
こ
の
頃
迄

は
、
法
会
の
場
で
説
教
も
し
、
導
師
を
つ
と
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
承
元
二
年
の
時
点
で
、
（
こ
彼
は
慈
円
に
そ
の
学
才
を
買
わ
れ
た
が
籠

居
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
導
師
と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
（
二
）
　
六
十
四
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
三
）
　
こ
の

門
薬
記
の
記
事
以
降
、
記
録
類
に
彼
の
名
が
管
見
で
は
見
出
し
得
な
い
こ
と
、

の
三
点
か
ら
覚
什
が
実
際
に
法
会
の
場
で
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
承
元
二

年
以
前
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
諸
記
録
に
見
え
る
「
璧
什
」
が
、
も
し
、

諸
事
表
白
第
七
・
第
八
箱
に
見
え
る
「
費
什
」
せ
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、

年
紀
の
な
い
こ
の
両
篇
の
表
白
の
成
立
も
承
元
二
年
以
前
の
鎌
倉
初
期
頃
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
記
録
叛
に
見
え
る
覚
什
と
諸
事
表
白
の
覚
什
と
が
同
一
人
物

で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
時
代
が
よ
く
適

う
と
い
う
こ
と
で
暫
く
有
力
な
候
補
に
当
て
て
み
た
い
と
思
う
。

で
は
、
こ
の
覚
什
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
西
塔
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
硲
慈
弘
氏
は
、
次
の
如
く
説
い
て
い
ら
れ
る
。

○
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
宰
園
の
述
作
た
る
『
弾
侭
褒
眞
妙
』
の
中
に
、

「
天
台
法
門
も
慈
慧
僧
正
よ
り
こ
の
か
た
、
慧
心
檀
那
あ
ひ
わ
か
れ
た
り
。

慧
心
の
流
も
横
川
に
ひ
と
な
が
れ
あ
り
け
る
。
（
中
略
）
酉
塔
に
は
石
泉
・

東
陽
あ
ひ
わ
か
れ
て
お
な
じ
か
ら
ず
。
こ
れ
み
な
慧
心
の
す
ゑ
な
り
」
と

い
ふ
て
居
る
の
で
、
同
じ
く
慧
心
の
一
派
に
、
い
は
ゆ
る
石
泉
房
涜
な
る

も
の
ゝ
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
而
し
て
『
願
宗
家
々
脛
公
請
門
流
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
流
儀
は
、
即
ち
石
泉
房
法
橋
党
什
よ
り
初
ま
る
こ
と
が

わ
か
る
。

石
泉
房
流

石
泉
法
橋

璧
超
　
－
　
勝
範
　
－
　
長
豪
　
－
　
忠
尋
　
－
　
順
煤
丁
－
永
心
　
－
　
璧
什
　
－

性
舜
　
－
　
朝
暗
　
－
　
祐
性
　
－
　
承
源
　
－
　
忠
性

（
『
日
本
悌
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
（
下
）
－
中
古
日
本
天
台
の
研
究
－
』
、

二
、
慧
根
雨
流
の
顎
生
及
び
顎
達
に
関
す
る
研
究
、
昭
2
8
・
三
省
堂
）

こ
れ
に
よ
っ
て
覚
什
は
、
慧
心
流
西
塔
の
二
派
の
一
つ
石
泉
房
流
の
祖
師
と

見
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
新
出
資
料
の
東
寺
観
智
院
歳
天
台

（
注
7
）

血
豚
に
よ
れ
ば
、

第
三
座
主
　
　
　
第
九
座
主

○
慈
覚
大
師
　
－
　
長
意
－

費
大
師
入
1

法
橋
脚
僧
正

第
十
三
座
主
　
　
　
　
律
師
大
僧
都

増
全
　
－
　
尊
意
　
　
　
－
　
　
　
圃
賀
－

法
眼
山
個
・
大
僧
　
　
不
屈
少
僧
都

法
務
贈
僧
正

西
塔
石
泉
法
楕

－
　
慶
丹
　
－
　
梵
空
　
－
　
皇
二
段
－
－
長
宴
－
　
経
過



陽
宴
　
－
　
相
貿

第
五
十
四
天
台
座
主

明
雲法

印
稽
僧
正
正
大
法
務

石
泉
僧
都

政
春
　
－
　
党
什

の
如
く
、
「
石
泉
」
　
の
称
は
七
代
さ
か
の
ぼ
っ
た
覚
空
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
血
豚
に
見
え
る
人
物
を
先
掲
の
諸
事
表
白
や
古
記
録
に
見
た
覚
什
に
同

定
し
得
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
こ
の
天
台
血
豚
に
注
目
す
る
と
、

覚
什
の
二
代
前
に
相
実
な
る
人
物
が
お
り
、
そ
の
弟
子
に
後
白
河
院
政
期
に
活

躍
し
た
明
雲
座
主
が
い
る
こ
と
も
同
じ
く
確
認
さ
れ
、
時
代
的
に
も
ほ
ぼ
適
う

の
で
、
ひ
と
ま
ず
同
一
の
人
物
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

叙
上
の
検
討
か
ら
、
諸
事
表
白
の
第
七
・
第
八
両
后
の
成
立
に
は
、
天
台
宗

慧
心
流
酉
塔
石
泉
房
流
の
僧
覚
什
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

（
注
8
）

れ
る
。さ

て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
篇
以
外
の
表
白
の
作
者
は
、
又
、
編
纂
者
は
ど

う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
が
次
に
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

他
の
七
篇
の
表
白
に
は
、
そ
の
成
立
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な

人
物
名
は
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
資
料
の
記
述
内
容
に
、
供
養
さ
れ

る
亡
者
の
生
前
の
名
前
・
身
分
や
施
主
の
身
分
を
記
し
た
箇
所
が
指
摘
で
き
る
。

以
下
に
、
そ
れ
を
列
挙
す
る
。

○
第
三
篇

ハ

ク

　

リ

ク

H
夏
先
師
聖
撃
果
巧
園
頓
ノ
智
水
ヲ
於
玉
泉
之
流
㌢
（
中
略
）
博
（
入
）
陸
（
入
）
之

イ
ソ胤

子
。
一
寺
之
貫
長
。
初
。
ハ
腸
パ
テ
禅
定
法
王
ノ
蹄
依
つ
。
烈
ナ
レ
リ
五
線
具

足
之
禅
房
「
。
後
。
ハ
依
テ
太
〈
平
濁
）
上
〈
平
濁
〉
仙
（
平
）
院
（
平
）
深
恩
「
昇
ル
諸
僧

シ

ユ

ハ

ソ

崇
斐
平
）
之
上
階
〈
上
）
つ
。
誠
一
嘉
レ
天
台
密
宗
之
道
チ
未
”
堕
チ
地
（
上
）
l
。
。
（
五

八
一
下
）

用
信
心
ノ
大
法
主
ハ
本
ハ
是
レ
山
門
之
流
レ
法
水
久
ク
酌
ミ
今
ハ
又
入
テ
先
師
之
室
∵

カ
L
タ

法
燈
〈
去
〉
更
。
挑
止
観
遮
郡
ノ
両
宗
自
リ
幼
年
l
馴
レ
耳
l
天
台
ノ
宗
義
又
壷
ス

’
キ
ロ

陳
「
。
（
五
八
五
下
）

〇
第
四
篇

タ
ソ
テ

回
大
法
主
ハ
昔
ハ
汲
三
井
之
流
つ
。
大
少
撃
退
久
ク
動
メ
備
パ
テ
惣
別
ノ
交
衆
「
贋

撃
ノ
大
業
速
二
遂
ケ
（
五
九
四
下
）

〇
第
七
篇

聞
（
聖
蛋
）
昇
テ
園
頓
ノ
戒
壇
〓
中
略
）
所
ハ
撃
「
シ
天
台
園
宗
之
教
一
句
ヲ

コ

・

一

ロ

　

ワ

タ

レ

ト

モ

　

ヌ

染
ッ
レ
ハ
神
二
清
朝
「
不
朽
づ
之
法
也
（
六
二
下
）

セ
キ

㈲
何
況
ヤ
入
テ
慈
覚
大
師
ノ
御
跡
二
修
シ
常
行
三
昧
之
法
1
御
シ
キ
〓
ハ
〓
下
）

第
三
篇
は
、
そ
の
標
題
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
建
永
二
年
二
二
〇
七
）

に
亡
く
な
っ
た
「
仙
雲
法
印
」
な
る
人
物
の
追
善
供
養
の
際
の
表
白
で
あ
る
が
、

用
の
「
圃
頓
」
、
「
天
台
密
宗
」
と
い
っ
た
語
句
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
彼
の

生
前
の
身
分
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

回
で
は
、
そ
の
追
善
供
養
の
法
会
の
主
宰
者
も
山
門
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
こ



と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
仙
雲
法
印
」
　
は
、
こ
の
篇
の
後
半
部
に
置
か
れ
る
施
主
分
で
も
、

「
六
十
飴
年
之
星
霜
」
（
五
八
四
上
）
、
「
或
博
陸
賢
息
。
三
千
官
長
。
」
と
あ
っ

て
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
ま
も
な
く
亡
く
な
り
、
関
白
の
息
男
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
語
ら
れ
る
。

更
に
、
こ
の
人
物
は
、
尊
卑
分
泳
、
天
台
血
豚
、
明
月
記
、
天
台
座
主
記
に

も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

㈹
尊
卑
分
泳

基
嗣

忠
房

承
円
（
天
台
座
主
等
」
梶
井
」
西
林
院
」
．
承
仁

親
王
資
」
、
一
身
阿
閣
梨
」
法
務
」
大

．
僧
正
」
仙
雲
法
印
濯
頂
」
母
」
嘉
禎
二

十
廿
六
入
滅
五
十
七
」
　
）

聞
天
台
血
除
（
先
掲
、
第
二
七
紙
）

相
寅
　
　
－
　
　
慶
勝

子
／
僧
正
　
法
務
）

承
円
（
天
台
座
主
　
松
殿
御

回
天
台
座
主
記
（
群
書
類
従
・
第
四
輯
）

①
建
仁
三
年
（
一
二
〇
一
）

別
首
法
印
権
大
僧
都
承
円
以
前
権
少
僧
都
仙
雲
叙
法
印
。

②
第
六
十
八
法
印
権
大
僧
都
承
円
。
那
敵
。
治
山
七
年
。
松
殿
禅
定
殿
下
息
。

母
前
太
政
大
臣
忠
雅
公
女
。
承
仁
入
室
。
仙
雲
法
印
涯
頂
。
元
久
二
年
乙
丑

十
二
月
十
三
日
宣
命
。
雫
。
建
暦
二
年
壬
申
正
月
十
昔
辞
。
二
十
。

③
元
久
三
年
（
一
二
〇
四
）

十
一
月
十
三
日
参
前
唐
院
被
開
一
箱
翻
措
仙

加
え
て
、
『
鎌
倉
遺
文
』
三
　
二
四
九
〇
号
「
源
空
告
文
案
」
）
・
四
（
二
〇

八
五
号
「
平
親
範
置
文
」
）
　
に
見
え
る
「
仙
雲
」
も
時
代
的
に
は
適
う
こ
と
を

付
言
し
て
お
く
。

右
の
「
仙
雲
法
印
」
以
外
も
、
第
四
篇
廟
で
は
、
大
法
主
が
三
井
（
寺
門
）

の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
第
七
篇
で
供
養
さ
れ
る
聖
霊
も
回
・

出
に
示
し
た
如
く
、
慈
覚
大
師
系
（
山
門
）
　
の
僧
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
第
三
・
第
四
・
第
七
各
箱
の
表
白
に
関
わ
る
人
物
が
い

ず
れ
も
天
台
宗
の
僧
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㈱
明
月
記
（
国
書
刊
行
会
本
）

御
前
僧
十
三
ロ
、
加
護
摩
師
定
也
、

勝
賢
護
摩
、
澄
憲
、
良
縁
、
雅
縁
、
実

全
、
弁
暁
、
公
胤
、
禅
聖
護
摩
、
行
舜
、
寛
舜
護
摩
、
仙
雲
、
祐
範
、
聖
覚
、

午
時
許
御
共
参
大
炊
殿
退
出
、
（
建
久
三
年
八
二
九
二
）
三
月
十
六
日
）

次
に
、
こ
の
七
篇
の
中
で
教
義
等
を
説
い
て
い
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
る
。

○
第
三
篇

ス

H
贋
庄
一
示
ト
可
田
説
之
ブ
石
へ
ト
モ
任
テ
例
㌢
如
ク
形
リ
可
シ
奉
ル
尺
三
身
ノ
御
功
徳



カ

「
。
但
シ
虞
言
宗
ノ
意
テ
ハ
四
身
ト
申
侯
欺
（
五
八
二
上
）

〇
第
四
篇

回
三
栄
浄
戒
ト
者
天
台
ノ
戒
晶
也
（
五
八
九
下
）

〇
第
五
篇

シ
ユ
タ

聞
他
宗
ノ
人
師
モ
弼
陀
阿
関
等
ハ
皆
尺
迦
ノ
分
身
也
。
如
シ
ト
惣
持
ノ
教
ノ
中
ノ
三

十
七
尊
↓
尺
セ
リ
。
サ
レ
ハ
戯
言
教
ノ
両
界
一
二
大
日
八
本
悌
四
方
四
維
ノ
悌
菩

薩
ハ
大
日
化
作
此
ノ
外
。
別
ノ
悌
菩
薩
ヤ
ハ
可
キ
候
「
廿
㌢
以
テ
天
台
宗
ノ
意
「

恩
へ
ハ
（
五
九
九
上
）

〇
第
六
品

セ
イ
セ
キ

回
況
ヤ
早
ク
入
テ
園
頓
之
戒
場
㌢
十
重
P
羅
之
珠
ヲ
殿
リ
身
「
久
夕
守
大
師
之
聖
跡

「
（
六
〇
五
下
）

ウ

シ

キ

　

　

コ

㈱
（
大
法
主
）
四
教
三
親
。
錐
ト
モ
不
ト
璧
カ
1
玉
l
ヲ
有
職
之
御
名
殿
リ
身
「
（
六

〇
九
上
）

ウ
チ
ヤ
マ
ム

㈱
脛
へ
キ
嘱
請
「
老
一
乗
囲
宗
之
渾
徒
何
ソ
裏
病
一
乗
ノ
極
聖
ワ
ニ
ハ
一
〇
下
）

〇
第
七
篇

出
超
ハ
又
一
乗
園
宗
之
所
依
往
日
所
ノ
撃
㌢
之
本
経
也
〓
ハ
〓
下
）

右
の
、
第
三
蔚
山
で
は
、
自
宗
の
説
を
提
示
し
、
「
但
シ
」
と
し
て
「
眞
吉

力

宗
」
　
で
は
、
「
四
身
ト
申
侯
欺
」
　
と
他
宗
、
す
な
わ
ち
真
言
宗
の
説
を
推
量
表

現
で
示
し
て
い
る
。
第
五
篇
刷
で
も
、
他
宗
の
教
義
を
提
示
し
て
お
い
て
、
次

に
天
台
宗
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
述
べ
て
い
る
。
又
、
第
四
持
回
に
は

「
三
乗
浮
戒
」
、
第
六
篇
刷
に
は
「
四
教
三
敬
」
　
と
い
っ
た
天
台
宗
関
係
の
用

語
が
散
在
し
、
更
に
、
第
六
篇
困
・
困
、
第
七
篇
用
に
も
「
信
心
大
法
主
」
を

紹
介
す
る
下
り
で
「
園
頓
」
・
「
一
乗
圃
宗
」
と
い
う
天
台
宗
を
表
す
語
が
指

摘
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
三
・
第
四
・
第
五
・
第
六
・
第
七
篇
を
通
じ
て
天
台

宗
の
教
義
が
尊
重
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
事
表
白
に
は
、
印
度
・
中
国
・
日

本
の
諸
説
話
が
例
話
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
の
場
合
、
そ
の

説
話
は
実
際
に
法
会
の
際
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
故
に
、

叙
述
の
多
寡
・
精
粗
の
点
で
あ
り
様
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な

（
注
9
）

検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
が
、
今
、
お
お
ま
か
に
本
資

料
の
説
話
を
数
え
れ
ば
次
に
示
す
よ
う
に
二
十
話
の
説
話
が
認
め
ら
れ
る
。

（
表
m
）
『
諸
事
表
白
」
所
収
説
話
；
見

◎
印
は
、
『
諸
事
表
白
』
と
記
事
内
容
が
最
も
多
く
一
致
す
る
も
の

－ 蔦

（り G） 番
号

を と小 唐

標

蘇 し野 の
生て笠 併
さ舅 ’ 州
せの 閻 岸

項た右 魔
事大 庁

臣 第

禅
師

往
仮

藤 三

原 の

越

生
三 冥 の
守 衆 事

五 五 所

在

七 七
九 八
下 下

綾 帝 （ 物 ◎
起 王 江 語 三

一 浄 ◎
’土 宋 源

泉’縞 談 集 国 浄 瑞 高
下 年 抄 巻 伝 土 応 僧
学 記 窮 二 記 往 伝 伝 顆

話条 巻 三 十 巻 生 第 巻
十 ’て ・第 伝 十 第

濯 巻四十中’八往’生往集生巻西第方

関連記事等
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彗 葦 恩 遇 自 ら 師 唐 唐 の 伝 た 比 如 釈 阿 度 不

度 去 居 な 子 の の 本 教 こ丘 来 迦 難 出 動

た 眼 を の 易

庚

か 国 顕 書 尊 大 と ’ の 如 悲 現 尊
事 如

来
賛 讃
嘆 仏

つ王
た 、

徳
寺

寂
寺

を 師
薬 ’

（ 買
尚 日

± 賽 嘆
の

し ’
た 智

除
蓋
障

し 、
た 釈
奉 璃

翁
に
語

義 犀

（ 尼大 宝
荘 を

の
唱

道

放
光

師 板
如 本
来 中
と 望

緑 正

師 て
伝 戒

大 大
願 聖
を 文
教 殊

事 事 謹
大
師
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ノ＼○
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上

九 九 九 九 九 ノ＼
九

八
八

ノ＼
八

ノ＼
五－ヒ

上
四
上

〒 下 下 ‾下 下 上 上 〒

仏 漢妙 二◎ 大
荘
厳

末 僧今法 伝叡 薬 未 ； ；！i
説
除

朗法
染筆

十 和
八 浜 詳

宝
感

伝昔華 教 山
要物験 大 大

宝
感

師
瑠 詳

蓋 、朗 論 応 文語記 師 師 応 璃
障 下堕 江 詠 絶 要 秒築 上行 伝 要 光
去 ラ・ 丼 I ′，券 、 略
哀 仏摩 抄 下 嘉 録 二十 拾 ’伝 鐙 釆
所 部 珂 第 ’ 巻 一遺三 教 巻 本
間 止 四 日 下 ・往宝 大 上 麒
経 観

第
氏
文

堅 十 生絵 師
’伝下 行

型 功
徳

巻
第

JJ

和

集
巻
第

革 日巻 ’業
本上 本記
高 ’朝 、

十
五

経

七　　 l 吏＝：」
⑳ ⑲ ⑲ ⑫ ⑲ ⑮ ⑲

を 断 揚 に 金 迦 控 宥 抜 た 慈
切 で 費 ．　 身 地 紺 婆 迦 舐 事 覚

つ吹 妃 を 国 越 羅 長 国 大
て き ’ 投 の 長 能 老 の 興

じ　口 王 の
誓さ勘 の て ’ の の 輿 鬼

毘を 公 事 奉 ノl
る宗 主 を王 摩 行

rlP11
を

る　の 沙
も 笛 ぅ 巨 女 々
、を 事 の の の 伝

髪 無 火 事 事 え

六 六 六 六 六 六
′ヽ ○ ○ 9 ○

壬 〒 ○
上

ノ＼
上

七
下

〒 下

（ ◎ 泣 第 大 粍 巻 大 第 仏 巻 増 第 慈
唐 唐 窟 五 智 柁 窮 唐 十 説 第 壱 二 覚
妄 空 作 十 度 異 三 西 二 須 四 阿 大

文 二 論 相 ・域 摩 十 含 師
皇 買

十

集 ’巻 巻 八 記 捉 六 経 伝

日
窮 経 第

三 律 十

型 巻
第

菩
薩

巻
第

八

揚

十 異 一
七 相 ’

十
六

A

墜 十
四

本
高

太 巻 法
第 苑

1止‖
粍
律

経 僧
伝真 十 珠 物 興 律 要

四 語
伝 ’巻 集 巻 椙 抄

10

説
話
の
認
定
は
、
実
際
に
は
、
な
か
な
か
因
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど

も
、
主
に
「
過
去
の
人
間
と
そ
の
行
為
が
叙
事
的
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
」
と

（
注
1
〇
一

い
う
こ
と
を
一
つ
の
基
準
に
し
て
説
話
の
認
定
を
試
み
た
。
従
っ
て
、
た
と
え

ば
、
説
法
に
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
蜜
蜂
の
生
態
に
つ
い
て
述
べ

た
誓
話
（
五
九
三
下
）
が
、
一
つ
存
す
る
け
れ
ど
も
、
過
去
の
事
跡
が
語
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
説
話
と
は
認
め
な
か
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
二
十
の
説
話
の
う
ち
、
日
本
を
舞
台
と
し
た
も
の
は
、
②
・
③
・



⑦
・
⑲
で
あ
り
、
そ
の
中
で
僧
侶
の
登
場
す
る
説
話
は
、
③
智
琵
大
師
円
珍
、

⑦
伝
教
大
師
最
澄
、
⑲
慈
覚
大
師
円
仁
の
三
つ
で
あ
っ
て
、
天
台
宗
の
僧
侶
に

集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
第
三
・
第
四
・
第
五
篇
に
天
台
宗
色
の

濃
厚
な
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
他
、
説
話
と
は
認
め
難
い
も
の
の
、

第
三
篇
に
は
、
相
応
和
尚
（
五
八
三
下
）
や
五
大
院
和
尚
（
五
八
五
下
）
と
い
っ

た
天
台
僧
の
名
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
程
々
述
べ
て
来
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
整
理
し
て
み
る
と
、
先
ず
、
第

七
・
第
八
両
篇
の
成
立
に
は
、
天
台
宗
慧
心
流
西
塔
石
泉
房
流
の
僧
覚
什
が
深

く
係
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
次
に
、
前
二
篇
以
外
の
第
三
・
第
四
・
第

五
・
第
六
篇
の
表
白
に
お
い
て
も
そ
こ
に
語
ら
れ
る
人
物
や
教
義
は
こ
と
ご
と

く
天
台
宗
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
幌
向
は
説
話
中
の
人
物
の
偏
り
に

も
窺
わ
れ
る
こ
と
、
の
二
点
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

第
一
・
第
二
・
第
九
篇
に
は
天
台
宗
に
関
係
し
た
記
述
は
積
極
的
に
は
見
出

さ
れ
な
い
も
の
の
、
第
三
篇
か
ら
第
八
篇
に
至
る
六
岸
の
表
白
に
は
、
共
通
し

て
天
台
宗
の
色
彩
が
非
常
に
濃
く
哀
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
と
現
在
東
国
に
於

け
る
天
台
宗
の
名
刺
輪
王
寺
に
本
資
料
が
伝
来
し
て
い
る
事
実
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
諸
事
表
白
の
編
者
の
範
囲
は
、
天
台
宗
の
教
団
に
限
定
す
る
こ
と
が
自

然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
成
立
の
背
景

と
こ
ろ
で
、
院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
天
台
宗
の
表
白
と
言
え

ば
、
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
安
居
院
流
唱
導
の
活
躍
で
あ
る
。
そ
の
祖
澄

憲
法
印
は
藤
原
適
意
（
入
道
信
酉
）
　
の
子
、
明
雲
座
主
の
弟
子
で
、
『
元
亨
釈

書
』
に
も
、

○
治
承
養
和
之
間
。
澄
憲
法
印
挟
二
給
事
之
家
撃
。
抜
二
智
者
之
宗
綱
l
。
台

マ
ウだ

射
二
儒
林
一
而
花
鮮
カ
。
。
性
具
出
二
舌
端
南
泉
ノ
聖
湧
。
一
昇
二
高
坐
一
四ヲ

7

衆
活
レ
耳
。
晩
年
不
レ
憐
二
戒
法
一
。
屡
生
二
敦
子
。
長
嗣
聖
餐
克
二
家
業
一
課

㌶
唱
畢
一
。
（
中
略
）
寛
元
之
間
。
有
二
定
園
ト
云
者
一
。
園
城
之
徒
也
。
善
二
唱

説
一
。
又
立
二
一
家
一
。
猶
如
二
憲
力
苗
種
一
。
方
今
天
下
言
二
唱
演
一
者
。
皆

効
二
二
家
一
。

（
巻
第
二
十
九
・
音
聖
心
宅
柵
紺
国
史
大
系
に
よ
る
）

と
あ
る
如
く
、
当
世
第
一
の
説
法
の
名
手
と
う
た
わ
れ
た
。
こ
の
澄
憲
に
始
ま

る
唱
導
の
独
特
な
展
開
は
、
そ
の
其
弟
聖
覚
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
、
鎌
倉
中
期

の
寛
元
年
間
に
起
こ
っ
て
く
る
定
円
を
中
心
と
す
る
三
井
寺
学
派
と
相
並
ん
で
、

二
大
唱
導
流
派
を
形
成
し
、
他
の
門
流
に
対
し
て
、
一
つ
の
規
範
と
し
て
権
威

（
注
〓
）

を
も
っ
て
伝
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
澄
憲
・
聖
覚
親
子
に
つ
い
て
語
る
記
事
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
が
、

今
、
こ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
諸
事
表
白
の
第
七
・
第
八
篇
の
表
白
に
見
ら
れ
た

覚
什
と
、
澄
窟
も
し
く
は
聖
覚
が
同
時
に
現
れ
る
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』

（
平
岡
定
海
『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
上
』
、
昭
㍊
・
日
本
学
術
振

興
会
）
　
の
記
事
を
、
次
に
列
挙
し
て
み
る
。
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○
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』

山
元
暦
二
年
法
勝
寺
御
八
講

講
師
澄
憲
法
印
（
初
日
胡
座
）
大
法
師
党
什
（
第
四
日
朝
座
）

㈲
文
治
二
年
七
月
三
日
恒
例
法
勝
寺
御
八
講

講
師
法
印
澄
憲
（
初
日
朝
座
）
大
法
師
費
什
（
第
四
日
夕
座
）

刷
文
治
四
年
法
勝
寺
御
八
講
七
月
三
日
被
始
修
之

講
師
観
律
師
費
什
（
第
三
日
朝
座
）
聴
衆
聖
餐
摘
（
第
三
日
夕
座
）

困
建
久
元
年
七
月
三
日
恒
例
第
八
講

阿
爾
陀
堂
新
造
始
修
之

講
師
党
什
構
少
僧
都
　
聴
衆
聖
餐

囚
建
久
二
年
恒
例
法
勝
寺
御
八
講

講
師
法
印
前
樺
大
僧
都
澄
憲
（
初
日
朝
座
）
植
少
僧
都
兜
什
（
初
日
夕
座
）

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
老
境
に
入
っ
た
澄
憲
が
説
教
の
巨
匠
と
し
て
不

朽
の
名
声
を
獲
得
し
、
国
法
印
前
権
大
僧
都
と
し
て
圧
し
も
圧
さ
れ
ぬ
地
位
に

昇
り
つ
め
て
い
た
一
方
、
そ
の
子
聖
覚
も
刷
論
義
の
座
に
列
し
て
、
い
よ
い
よ

説
教
師
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、
つ
ま
り
、
安
居
院
流

．
唱
導
の
第
一
人
者
が
、
基
礎
を
築
い
た
澄
憲
か
ら
、
そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の

に
し
た
聖
覚
へ
と
交
替
す
る
、
丁
度
そ
の
過
渡
期
に
覚
什
も
彼
な
り
に
講
師
と

し
て
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
玉
葉
』
に
は
、
澄
憲
の
説
法
の
卓
抜
さ
を
物
語
る
記
事
が
頻
出
す
る
が
、

そ
の
中
で
、
次
に
挙
げ
る
、
建
久
二
年
閏
十
二
月
の
一
連
の
記
事
は
、
今
述
べ

た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

○
玉
菓
　
巻
第
六
十
二
　
（
国
書
刊
行
会
本
に
よ
る
）

十
二
日
、
脚
午
刻
参
院
、
（
中
略
）
又
女
房
二
品
出
来
、
謁
レ
之
、
問
二
御
有

様
一
、
御
不
食
之
上
、
御
痢
病
相
⇒
加
之
一
、
大
略
憑
少
之
鉢
令
レ

存
欺
、
読
了
、
幽
遠
新
道
様
（
以
下
略
）

十
六
日
、
輔
［
天
］
暗
、
法
皇
聯
六
倍
御
云
々
、
午
刻
参
院
、
（
中
略
）
今

日
導
師
聖
餐
、
今
日
始
聴
レ
之
、
其
骨
得
二
天
然
一
、
足
二
感
歎
】

（
以
下
略
）

十
七
日
、
辞
雪
降
風
烈
、
（
中
略
）
今
日
五
七
日
也
、
導
師
翌
忍
法
印
、
被

レ
供
⇒
養
木
像
千
手
翌
日
、
君
廿
八
部
衆
形
像
l
也
、
l
射
撃
切
躊

興
梅
説
法
珍
重
、
不
レ
能
二
左
右
恵
下
了
、
（
以
下
略
）

十
六
日
、
九
条
兼
実
は
、
ひ
い
き
の
説
教
師
澄
憲
の
実
子
聖
覚
の
説
法
を
初

め
て
耳
に
し
、
そ
の
天
才
を
買
い
、
感
嘆
に
値
す
る
と
賛
め
、
十
七
日
に
は
、

当
の
澄
憲
の
説
法
を
「
珍
重
」
と
賛
嘆
し
て
い
る
一
方
、
十
二
日
の
覚
什
の
そ

れ
を
「
異
様
、
異
様
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
正
統
派
安
居
院
の
説
法

に
比
べ
て
、
覚
什
は
異
端
的
存
在
と
し
て
、
そ
の
努
ら
で
目
立
た
ず
活
動
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

井
上
光
貞
氏
は
、
そ
の
著
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
（
昭
3
1
・
山
川

出
版
社
）
　
の
中
で
、
門
莫
記
二
の
承
元
二
年
書
水
大
懐
法
院
條
々
記
請
事
の
、

○
右
、
末
代
近
右
用
僧
徒
有
四
種
、
一
着
顧
宗
、
二
者
密
宗
、
三
者
扱
者
、
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四
着
説
経
節
也
、
顕
著
巳
成
業
、
密
著
己
淀
頂
也
、
験
老
屈
密
、
説
法
屈

願
、

の
記
事
を
示
さ
れ
（
二
八
七
頁
）
、
天
台
教
団
に
於
け
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
説

法
が
坤
に
澄
憲
・
聖
覚
父
子
の
専
売
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
説
い
て
い

ら
れ
る
が
、
諸
事
表
白
の
覚
什
も
、
あ
る
い
は
、
こ
の
新
タ
イ
プ
の
説
教
師
の

一
人
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
の
如
く
、
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
は
、
そ
の
弁
才
が
一
世

に
高
鳴
り
し
て
富
楼
郡
尊
者
の
再
来
を
思
わ
せ
た
澄
憲
と
そ
の
優
れ
た
血
統
を

継
承
し
た
聖
覚
父
子
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
に
代
表
さ
れ
る
天
台
教
団
に
於
け
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
説
法
の
興
隆
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
存

在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
結
び
に
代
え
て

以
上
、
本
資
料
の
成
立
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。

明
ら
か
に
し
得
た
こ
と
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
と
、

（
こ
成
立
時
期
は
鎌
倉
初
期
頃
で
あ
ろ
う
こ
と

（
二
）
個
々
の
蝕
最
の
作
者
並
び
に
編
者
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
ろ
う
こ
と

（
三
）
成
立
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
天
台
教
団
に
於
け
る
安
居
院
流
学
派

に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
説
法
の
展
開
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

ら
ノ
こ
と

の
三
点
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

こ
れ
で
本
稿
の
大
要
は
尽
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
本
資
料
の
筆
録
者

が
東
国
人
で
は
な
い
か
と
説
か
れ
る
小
林
芳
規
博
士
の
御
説
に
つ
い
て
、
本
資

料
の
記
述
内
容
の
面
か
ら
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
結
び
に
代
え
た
い
と
思
う
。

は
じ
め
に
述
べ
た
如
く
、
小
林
博
士
は
、
本
資
料
に
認
め
ら
れ
る
い
く
つ
か

の
東
国
語
に
係
る
言
語
事
象
を
帰
納
さ
れ
た
上
で
、
筆
録
者
が
東
国
人
で
あ
っ

た
可
櫨
性
を
説
い
て
い
ら
れ
る
が
、
成
立
時
期
と
㌫
写
時
期
の
非
常
に
接
近
し

合
っ
て
い
る
本
資
料
の
場
合
、
法
会
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
で
専
ら
用
い
ら
れ

る
表
白
と
い
う
木
資
料
の
性
格
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
編
者
と
試
写
者
が
、
た

と
え
同
一
人
物
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
た
関
係
で
は
な
い
だ
ろ

ぅ

と

想

像

さ

れ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

そ
こ
で
、
今
、
本
資
料
の
記
述
内
容
に
再
度
注
目
し
て
み
る
と
、
次
の
如
き
　
1
3

記

事

が

拾

わ

れ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

〇
第
四
篇

ク
ソ

用
大
法
主
ハ
昔
ハ
汲
テ
三
井
之
流
↓
大
少
攣
道
久
ク
勤
メ
惰
ハ
テ
惣
別
ノ
交
衆
㌢
農
学

ウ

ツ

タ

ワ

ソ

ノ
大
業
速
。
遂
ケ
後
。
ハ
準
丁
関
東
ノ
花
軍
産
望
一
部
之
職
位
つ
。
（
五
九
四
下
）

〇
第
六
篇

ケ

イ

　

　

　

　

ス

ナ

ラ

　

　

　

　

　

　

ハ

ク

聞
将
軍
ハ
副
へ
千
秋
之
色
「
東
境
。
ハ
磨
風
不
鳴
サ
枝
「
四
海
。
ハ
白
浪
無
㌢
揚
霊

事
音
づ
（
六
〇
六
上
）

イ

リ

　

　

　

　

　

　

ヅ

　

　

　

　

シ

ヨ

ウ

セ

一

刷
（
大
法
主
ハ
）
今
又
御
イ
テ
東
関
有
道
之
境
「
。
総
キ
師
匠
ノ
縦
跡
「
〓
ハ
〇

九
下
）

セ

イ

イ

シ

回
征
夷
使
将
軍
御
願
園
蒲
ナ
ラ
ム
（
六
二
上
）



第
四
篇
州
と
第
六
篇
桝
に
は
、
「
大
法
主
」
が
関
東
へ
赴
い
た
、
或
い
は
赴

こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
第
六
篇
聞
・
回
に
は
、
鎌
倉
将
軍
の

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
結
局
、
表
白
作
者
の
生
立
ち
に
は
関
係
な

く
、
ま
し
て
や
、
編
者
や
書
写
者
が
東
国
語
を
交
え
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
の
証

と
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
諸
事
表
白
を
、
例
え
ば
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
書
写
で
あ
る
『
高

（
注
1
2
）

山
寺
本
表
白
集
』
な
ど
の
よ
う
な
文
献
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
中
で
語
ら
れ

る
地
理
的
空
間
の
は
る
か
に
広
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
『
高

山
寺
本
表
白
集
』
に
は
認
め
難
い
、
東
よ
り
の
記
事
が
こ
の
よ
う
に
散
見
す
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
、
先
に
考
証
し
た
天
台
僧
覚
什
に
つ
い
て
の
『
僧
綱
補
任
残

圃
』
（
前
掲
困
）
　
の
記
事
の
中
に
、
「
越
中
」
と
い
う
注
記
の
あ
る
こ
と
も
注
意

し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
筆
録
著
が
東
国
人
で
あ
る
こ
と
の
確
証
は
、
本
資
料
の
記

述
内
容
か
ら
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
窺
う
に
足
る

記
事
は
指
摘
し
待
た
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
第
五
篇
に
見
え
る
、
十
九
歳
の
若
さ
で
逝
去
し
た
「
熊
野
殿
」
　
な

る
人
物
、
第
六
品
の
「
南
岸
堂
」
　
の
所
在
等
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
素
姓
を

明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
日
を
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
な
成
立
事
情

の
解
明
に
努
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
（
1
）
小
林
芳
姐
「
日
本
語
の
歴
史
中
世
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
4
4
・
望

同
「
東
国
所
在
の
院
政
鎌
倉
時
代
二
文
献
の
用
語
」
　
（
『
方
言
研
究
の
問
題
点
－

平
山
輝
男
博
士
還
暦
記
念
会
－
』
昭
4
5
・
明
治
書
院
）

同
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
特
輯
号
三
、

昭

4

6

・

3

）

（
2
）
　
信
承
法
印
挟
『
法
則
集
』
（
永
井
義
窯
・
清
水
宥
聖
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
）

に
、

施
主
段
昭
二
仏
経
如
此
ト
ハ
不
レ
云
ソ
テ
。
仏
経
ノ
中
。
待
益
ノ
旨
ヲ
講
釈
也
。
或
ハ
亡
者
ノ

事
ヲ
ハ
悉
ク
釈
芸
。
施
主
ノ
祈
蒋
ヲ
ハ
聯
上
ノ
作
善
。
顧
；
。
夏
。
ハ
略
事
有
レ
之
。

と
あ
る
「
施
主
段
」
　
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
施
主
分
」
　
の
語
は
、

『
沙
石
集
』
巻
第
八
　
（
二
三
）
「
歯
取
ラ
ル
ゝ
事
」
　
に
見
え
、
実
例
と
し
て
は
、

本
書
の
他
に
、
実
蔵
坊
真
如
蔵
本
言
泉
集
及
び
大
谷
大
学
蔵
本
言
泉
集
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
　
山
木
真
吾
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
付
説
教
欝
の
文
章
構
成
と
文
体
」
　
（
『
国
文

学
致
』
一
三
二
・
一
三
三
、
平
4
・
3
）

（
4
）
　
注
（
3
）
　
文
献
。

（
5
）
　
注
（
1
）
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
第
一
章
一
、
1
中
世
に
お
け
る

仮
名
字
体
の
変
遷
二
六
頁

（
6
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
覚
什
は
石
泉
房
流
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
の
「
天
泉
房
」
　
は
「
石
泉
房
」
　
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
　
二
九
〇
箱
一
号
。
．
小
林
芳
規
先
生
の
御
好
意
に
よ
り
、
写
真
を
、
松
本
光
隆
氏
よ

り
、
翻
刻
文
を
借
覧
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
に
基
く
。

（
8
）
尚
、
こ
の
覚
什
に
は
、
『
往
生
要
集
見
聞
』
（
晶
榊
天
台
書
籍
目
整
上
巻
に
よ
る
、

筆
者
未
見
）
　
や
、
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
（
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
、
昭
6
0
・
8
・

2
9
、
国
立
国
会
図
書
館
特
別
室
A
に
て
筆
者
実
見
）
と
い
っ
た
著
作
が
知
ら
れ
る
。
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（
9
）
山
本
真
吾
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
説
話
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

2
0
、
予
定
）

（
空
竹
村
信
治
・
岸
伸
子
「
榊
柚
法
華
空
一
教
指
帰
注
所
収
説
話
の
諸
相
〓
築
島
裕
・

小
林
芳
規
霜
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
昭
5
5
・
武

蔵
野
書
院
）
　
に
基
づ
く
認
定
で
あ
る
。

（
n
）
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』
（
昭
5
0
・
法
蔵
館
）
中
世
の
説
教
な
ど
に
詳

し
い
。

（
ほ
）
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
叢
啓
第
二
冊
『
高
山
寺
本

古
往
来
表
白
集
』
所
収
、
昭
5
2
・
東
京
大
学
出
版
会
）

（
附
記
）

本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を

基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
増
田
欣
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
小

林
芳
規
先
生
に
は
終
始
御
指
導
賜
り
、
松
本
光
隆
氏
に
は
資
料
を
お
貸
し
頂
く
等
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
並
び
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

－
　
や
ま
も
と
・
し
ん
ご
、
三
重
大
学
助
教
授
　
－

票
云
員
近
著
紹
介
》

斎
藤
茂
吉
の
研
究

山
　
根
　
　
　
巴
　
著

三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
た
斎
藤
茂
吉
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
た

大
著
で
あ
る
。
三
十
箱
を
超
え
る
論
文
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
五
部
構
成
で
組

織
化
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
　
　
万
葉
歌
人
の
論

第
二
部
　
　
万
葉
声
調
の
論

第
三
部
　
　
記
紀
歌
謡
・
古
今
・
新
古
今
の
論

第
四
部
　
　
表
現
の
論
と
そ
の
表
現

第
五
部
　
　
伝
統
と
革
新
と

万
葉
集
や
古
今
集
・
新
古
今
集
、
ま
た
西
行
や
芭
蕉
と
い
っ
た
、
韻
文
学
の

大
き
な
峰
が
、
茂
吉
に
よ
っ
て
い
か
に
対
象
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
い
か
に
茂
吉

の
文
学
の
中
に
活
か
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
実
作
者
・
茂
吉
の
表
現

と
し
て
い
か
に
結
実
し
て
い
る
か
を
論
じ
て
、
説
得
的
で
あ
る
。

ま
た
論
を
支
え
る
短
歌
・
俳
句
を
作
者
・
作
品
ご
と
に
検
索
で
き
る
「
作
品

索
引
」
が
巻
末
に
付
さ
れ
、
至
便
で
あ
る
。

（
A
5
版
六
六
九
頁
、
平
成
八
年
三
月
　
双
文
社
出
版
一
八
五
四
〇
円
）
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